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平
昌
五
輪
出
場
選
手
の

支
援
事
業
費
に

３
４
０
万
円
追
加

清
水
赤
十
字
病
院

運
営
費
補
助
金
に

１
３
０
０
万
円
追
加

域
包
括
ケ
ア
病
棟
（
急

性
期
治
療
を
終
え
、

在
宅
へ
の
移
行
に
不
安
の
あ

る
患
者
さ
ん
に
対
し
、
医
療

管
理
、
診
療
、
看
護
、
リ
ハ

ビ
リ
を
行
う
病
棟
）
の
ト
イ

レ
改
修
や
理
学
療
法
士
の
配

置
、
内
視
鏡
室
の
整
備
の
た

め
約
２
６
０
０
万
円
以
上
の

経
費
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

補
助
金
増
額
の
要
望
を
受
け

た
町
は
、
地
域
医
療
確
保
の

た
め
病
院
経
営
を
支
援
す
る

と
し
て
運
営
費
補
助
金
を
１

３
０
０
万
円
追
加
す
る
補
正

予
算
を
提
案
。
議
会
は
こ
れ

を
可
決
し
ま
し
た
。
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第10回定例会

　

平
成
29
年
第
10
回
定
例
会
は
12
月
12
日
に
開
会
、
19
日
ま
で
の
8
日
間
を
会
期
と
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
行
政
報
告
が
2
件
示
さ
れ
た
ほ
か
、
条
例
の
一
部
改
正
3
件
、
一
般
会
計

を
含
む
6
会
計
の
補
正
予
算
、
人
事
案
件
2
件
の
提
案
が
あ
り
、
全
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
14
・
15
日
の
一
般
質
問
で
は
8
人
の
議
員
が
登
壇
し
16
項
目
に
わ
た
っ
て
理
事
者
へ

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

農
地
災
害
復
旧
の
町
独
自
支
援
策
な
ど

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

正
予
算
で
は
、
平
成

28
年
の
台
風
10
号
に

よ
る
農
地
災
害
等
の
独
自
支

援
策
と
し
て
3
つ
の
補
助
金

が
提
案
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
農
地
災
害
自
己
復
旧
支

援
補
助
金
」
は
、
平
成
29
年

6
月
30
日
ま
で
に
農
業
者
が

自
己
復
旧
を
行
っ
た
ケ
ー
ス

に
対
し
補
助
金
を
交
付
す
る

も
の
で
８
０
０
万
円
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
被
災
農
業
者
耕
作
条
件

改
善
事
業
補
助
金
」
は
、
災

害
復
旧
工
事
後
の
農
地
に
お

い
て
、
暗
渠
整
備
、
除
れ
き
、

土
層
改
良
を
実
施
し
た
場
合

の
受
益
者
負
担
を
軽
減
す
る

も
の
で
、
本
年
度
の
事
業
完

了
分
と
し
て
20
万
円
が
追
加

補

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
33
年
度

ま
で
の
実
施
を
予
定
し
て
お

り
、
5
年
間
の
補
助
金
総
額

は
2
千
万
円
程
度
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
「
被
災
農
業
者
経
営
体
育

成
支
援
事
業
補
助
金
（
町
独

自
分
）」
は
、
農
業
用
施
設
・

機
械
の
復
旧
に
お
い
て
、
国

庫
補
助
の
対
象
外
に
な
っ
た

部
分
に
対
し
補
助
を
行
う
も

の
で
、
８
８
３
万
円
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
中
で
議
員
か
ら
は

「
支
援
に
対
し
て
は
評
価
す
る
。

早
期
の
対
応
を
望
む
が
い
か

が
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

担
当
課
か
ら
は
「
速
や
か
に

執
行
し
て
い
き
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

◇ 道有住宅及び敷地購入費
◇ 公衆浴場給水給湯配管洗い場改修工事
◇ 商工業活性化店舗開店等支援事業補助金
◇函渠はく落対策工事負担金
◇ 老人健康増進センター屋根飛散防止工事
◇時間外勤務手当
◇道路橋梁災害復旧工事
◇農地・農業用施設災害復旧工事
◇農業用水施設災害復旧工事
◇ ペケレベツ川第１取水口災害復旧事業負担金

一般会計
（９・10回目の補正）

574万円の増額
228万円の増額
123万円の増額

99万円の増額
36万円の増額

500万円の増額
1億880万円の増額

9,322万円の増額
2,180万円の増額

270万円の増額

2億 2,849万円 増

総額87億9,747万円

本文掲載以外の一般会計の主な補正（歳出）

平成29年度　補正予算

地

の
舞
台
で
あ
る
平
昌

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
女
子
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
日
本

代
表
に
本
町
か
ら

２
名
が
選
ば
れ
、

定
例
会
最
終
日
の

12
月
19
日
に
出
場
選
手
を
激

励
・
支
援
す
る
た
め
の
経
費

３
４
０
万
円
を
追
加
す
る
補

正
予
算
の
提
案
が
あ
り
、
議

会
は
こ
れ
を
可
決
し
ま
し
た
。

夢

出場選手を応援する懸垂幕 
（役場庁舎）
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第10回定例会 行政報告/審議結果

　11月11日午前から12日夕方まで最大瞬間風速10メートルを超える西風が吹き荒れ、11日の午後４
時54分には25.2メートルを記録した。この影響により清水町老人健康増進センターで、11日夕方に屋
根のトタンや下地の一部が剝がれるなどしたため、担当課及び消防により応急対応を行った。また、
清水町文化会館正面入り口玄関ドアの一部破損、町道及び清水公園内の倒木などの被害があったが、
それぞれ担当課で対応し、人的な被害はなかった。

ＪＲ羽帯駅の廃止について
　JR 羽帯駅について次のダイヤ改正の際に廃止したいとの方針が示された。地元負担による存続は可
能であるものの、毎年多額の経費が必要であり、利用の実態から町による運営は難しいと判断。地域
の皆様に状況を説明し、廃止についてはやむを得ないとの確認を得て、JR に同意の意向を伝えていた。
J R 羽帯駅の廃止については、平成30年３月17日に実施するダイヤ改正の中で、根室本線の普通列車
全便について羽帯駅の停車を行わないこととし、羽帯駅を廃止することが発表された。
　町としては今後、地域の住民の皆様の交通手段が一つ失われることから、コミュニティバスの羽帯
での乗降の確保と、民間で運行されている路線バス「清水高校スクール線」の羽帯での乗降を確保す
るよう調整しており、影響が最小限になるよう努める。

強風による被害状況について

行 政 報 告

【一般質問の答弁書の必要性】一般質問での議論を深める、再質問での数値確認を防ぐ目的で答弁書は必要と
の結論になり、答弁書は当日の朝に希望する議員に配付することとした。（平成30年３月定例会から実施）
【分かりやすい議会広報の作成】広報紙編集の専任化を図る目的で広聴活動を含めた常任委員会を設置する結
論になった。常任委員会の名称は広報広聴常任委員会とし、委員定数は６人。平成30年３月に条例の改正を
行い、広報広聴常任委員を選任する。
【今後について】議員定数、議員報酬、委員会の所管、委員任期の４項目と、政務活動費の導入について、既
に調査・検討を始めているが、町村議会における議員のなり手不足が全国的な課題として取り上げられている
中、町議会として今後もその役割を果たすためにはどうあるべきなのかの議論を深め、必要に応じて町民意見
の聴取を行いながら調査・検討を進める。

　平成29年第10回定例会で議会活性化特別委員会が２回目の中間報告を行いました。調査・検
討結果の一部をお知らせいたします。（報告書の全文は議会のホームページに掲載しています。）

●●●●●●●●● ●●●●●●●●●

条例の一部改正

● 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 
　非常勤職員の育児休業について、保育所に入れない
などの特別な事情がある場合、例外的に２歳に達する
まで休業できるように改正。
●常勤特別職員の給与に関する条例の一部改正
　人事院勧告に準じた期末手当の支給率の改定。
　６月　100分の207.5　→　100分の212.5
　12月　100分の222.5　→　100分の227.5
●職員の給与に関する条例の一部改正
　人事院勧告に準じた給料表及び勤勉手当の支給率の
改定。
　※勤勉手当（一般職員、6月・12月）　
　　　　100分の85→100分の90

教育委員会委員の任命に同意

　教育委員会委員に三澤吏佐子さ
ん ( 文京 ) を任命することに同意
を求める町長提案があり、第10
回定例会において議会は同意しま
した。

三澤 吏佐子さん

　人権擁護委員候補者として、伊
藤香織さん ( 日の出２) を推薦す
ることについて意見を求める町長
提案があり、第10回定例会にお
いて議会は適任としました。 伊藤 香織さん

人権擁護委員候補者の
推薦は適任

人　事

議会活性化特別委員会が
中間報告を行いました
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第10回定例会
町政を問う！ 一般質問

12
月
定
例
会
で
は
8
人
の
議
員
が
理
事
者
に
対
し
、

16
項
目
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
質
問
と
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

町
政
を
問
う
！

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
等

の
普
及
と

認
知
・
啓
発

北村光明議員

阿
部
町
長

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト（
障
害
者
専

用
駐
車
区
画
利
用

証
）の
制
度

北
村
光
明

　
議
員

阿
部
町
長

老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
利
用
拡
大
と

名
称
の
改
称

北
村
光
明

　
議
員

阿
部
町
長

一
般
質
問

「
主
権
者
教
育
」の

在
り
方

北
村
光
明

　
議
員

伊
藤
教
育
長

赤色に白の十字とハー
トのマークが目印のヘ
ルプマーク
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町
営
育
成
牧
場
の

現
状
と
来
年
度
の

受
け
入
れ
態
勢

第10回定例会
町政を問う！ 一般質問

阿
部
町
長

阿
部
町
長

保
育
所
の
建
設

平
成
29
年
介
護
保

険
法
改
正
に
伴
う

改
善
点

北
村
光
明
　
議
員

阿
部
町
長

中島里司議員

大谷昭宣議員
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阿
部
町
長

阿
部
町
長

阿
部
町
長

就
学
援
助（
入
学

準
備
金
）の

入
学
前
支
給

本
町
の
今
後
の

財
政
運
営

第10回定例会
町政を問う！ 一般質問

原
　
紀
夫

　
議
員

原
　
紀
夫

　
議
員

空
き
家
対
策
の

取
り
組
み

木村好孝議員

原　紀夫議員

買
い
物
弱
者
対

策
の
取
り
組
み
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阿
部
町
長

木
村
好
孝
　
議
員

国
保
新
制
度
に
向

け
て
の
保
険
料
第

３
回
試
算
方
針

安田　薫議員

本
町
の

が
ん
対
策
強
化

阿
部
町
長

第10回定例会
町政を問う！ 一般質問

伊
藤
教
育
長

　

閉会中の委員会活動
総務産業常任委員会
・地域公共交通の取り組みについて
・その他所管に関する事項について

厚生文教常任委員会
・国民健康保険の広域化について
・文化センターの改修について
・給食センターの運営について
・その他所管に関する事項について

議会運営委員会
・議会の運営とその諸規定について
・議長の諮問に関する事項について
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父
親
の
育
児
参
加

等（
イ
ク
メ
ン
）

阿
部
町
長

食
の
拠
点
構
想

と
は

口田邦男議員

口
田
邦
男

　
議
員

伊
藤
教
育
長

阿
部
町
長

子
ど
も
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

社
会
へ
の
対
応
は

奥秋康子議員

第10回定例会
町政を問う！ 一般質問

町内会連絡協議会、商工会女性部、女性セミナーの方々
が一般質問を傍聴されました（12月14日）
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総
務
産
業
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

①
産
業
人
材
の
確
保
策
に
つ
い
て

① 

産
業
人
材
の
確
保
策

に
つ
い
て

　

現
状
と
課
題
、
現
在
実

施
し
て
い
る
本
町
の
施
策
、

今
後
の
実
施
方
針
に
つ
い

て
、
農
林
課
・
商
工
観
光

課
か
ら
説
明
を
受
け
て
調

査
を
実
施
し
た
。

　

今
後
の
具
体
的
施
策
案

と
し
て
、
人
材
確
保
育
成

会
社
（
仮
称
）
の
設
立
に

よ
り
労
働
力
を
確
保
す
る

と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
検

討
・
推
進
す
る
母
体
と
し

て
関
係
課
の
担
当
者
で
構

成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
平
成
29
年
中
に
立

ち
上
げ
、
設
立
に
向
け
た

構
想
案
の
策
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
中
の
完
了
を

目
指
し
た
い
と
の
こ
と
。

　

委
員
か
ら
は
「
町
外
に

人
材
を
求
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
資
格
取
得
等
に
よ

り
人
材
育
成
を
す
る
と
い

う
考
え
方
も
大
切
」「
農
業
、

医
療
・
福
祉
分
野
の
人
員

確
保
を
重
点
的
に
行
う
べ

き
」「
外
国
人
材
の
活
用

や
定
年
退
職
し
た
方
な
ど
、

埋
も
れ
た
人
材
を
活
用
す

る
方
策
を
検
討
す
べ
き
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

全
産
業
分
野
に
担
い
手

不
足
・
労
働
力
不
足
が
広

が
っ
て
い
る
実
情
を
把
握

し
、
早
期
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
・
商
工

会
等
と
連
携
し
、
早
急
に

検
討
・
実
践
す
る
よ
う
提

言
し
、
調
査
報
告
と
す
る
。

②
災
害
復
旧
の
状
況
に
つ

い
て

　
水
道
課
・
建
設
課
・
農

林
課
か
ら
説
明
を
受
け
て

調
査
を
実
施
し
た
。
併
せ

て
、
現
地
調
査
を
実
施
し

状
況
を
確
認
し
た
。

　

水
道
の
災
害
復
旧
状
況

に
つ
い
て
、
第
１
浄
水
場

か
ら
の
配
水
管
路
は
、
昨

年
の
う
ち
に
本
復
旧
と
し

て
終
了
し
て
い
る
。
取
水

施
設
は
12
月
末
、
第
２
浄

水
場
か
ら
の
配
水
管
路
は

11
月
末
ま
で
の
完
了
予
定

と
な
っ
て
い
た
が
、
資
材

の
不
足
に
よ
り
納
期
が
遅

く
な
り
、
完
了
予
定
が
本

年
度
中
に
な
っ
た
と
の
説

明
を
受
け
た
。

　

農
業
用
水
施
設
に
つ
い

て
は
、
石
山
地
区
及
び
円

山
地
区
の
２
系
列
と
も
被

害
を
受
け
た
。
両
地
区
の

頭
首
工
に
つ
い
て
は
北
海

道
開
発
局
の
直
轄
事
業
と

し
て
来
年
秋
ま
で
に
復
旧

を
終
了
す
る
見
込
み
と
な

っ
て
い
る
。
本
年
度
は
、

各
送
配
水
管
路
の
本
復
旧

工
事
、
調
整
池
の
電
気
設

備
及
び
機
械
設
備
工
事
、

導
水
管
路
の
復
旧
工
事
が

本
町
の
事
業
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
が
、
調
整
池
の

機
械
設
備
で
は
洗
砂
機
器

な
ど
の
損
壊
が
確
認
さ
れ
、

製
造
に
相
当
な
時
間
を
要

す
る
こ
と
、
導
水
管
路
は

管
資
材
の
不
足
に
よ
る
納

期
遅
延
や
査
定
時
に
確
認

で
き
な
か
っ
た
箇
所
の
試

掘
で
更
に
被
災
が
見
つ
か

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
年

度
中
に
完
了
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
次
年
度
秋
頃
に

な
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
工
事
の
進
捗
状
況
は
、

こ
れ
ま
で
の
発
注
工
事
が

合
計
27
件
で
ほ
ぼ
順
調
に

進
ん
で
い
る
。
４
か
所
の

道
路
工
事
が
未
完
了
で
あ

る
が
、
年
度
内
に
は
完
了

す
る
と
の
こ
と
。
平
成
30

年
度
は
、
石
山
橋
に
接
続

す
る
道
路
本
体
の
復
旧
と

本
年
度
新
た
に
発
見
し
た

５
か
所
に
つ
い
て
災
害
復

旧
工
事
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

　

ペ
ケ
レ
ベ
ツ
川
復
旧
事

業
に
伴
う
橋
梁
の
架
替
え

工
事
（
石
山
橋
・
ペ
ケ
レ

ベ
ツ
橋
・
錦
橋
・
新
錦
橋
）

は
、
河
川
を
改
修
す
る
北

海
道
が
平
成
32
年
３
月
開

通
に
向
け
て
進
め
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
北
海
道
が
管

理
す
る
久
山
川
・
芽
室
川
・

小
林
川
等
に
関
し
て
は
、

随
時
発
注
を
進
め
て
い
る

が
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
の
調
達

に
苦
慮
し
て
お
り
、
発
注

条
件
を
変
更
し
て
対
応
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

農
地
被
害
に
つ
い
て
は

全
て
発
注
済
み
で
、
工
事

は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
。

　

農
地
災
害
復
旧
後
の
土

づ
く
り
の
た
め
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
調
査
な
ど
は
国

や
北
海
道
・
地
域
と
協
力

し
て
実
施
す
る
事
業
と
し

て
計
画
中
で
あ
り
、
激
甚

災
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の

自
己
負
担
分
や
被
災
し
た

農
地
を
自
己
復
旧
し
た
方
々

へ
の
支
援
な
ど
は
、
本
町

独
自
の
支
援
策
と
し
て
計

画
中
で
あ
る
。

　

排
水
路
に
つ
い
て
は
資

材
不
足
な
ど
に
よ
り
、
団

体
営
86
地
区
で
発
注
率

51
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
の
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
地
調
査
と
し
て
、
４

か
所
を
調
査
し
説
明
を
受

け
た
。
す
べ
て
の
復
旧
が

早
期
に
完
了
す
る
こ
と
を

望
む
が
現
状
復
旧
が
主
で

あ
る
た
め
、
今
後
の
災
害
・

減
災
対
策
と
と
も
に
町
民

の
命
と
財
産
を
守
る
た
め

の
施
策
・
事
業
の
検
討
・

実
施
を
望
む
。

委 員 会
レ ポ ー ト

②
災
害
復
旧
の
状
況
に
つ
い
て

町内の災害復旧の現場を視察
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委員会活動として閉会中に行った所管事務調査の内容を、
各委員会は平成29年第10回定例会において報告しました。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

保
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　

本
町
に
お
い
て
保
育
所

の
建
設
事
業
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
訓
子
府
町

認
定
こ
ど
も
園
「
わ
く
わ

く
園
」
と
美
唄
市
立
ピ
パ

の
子
保
育
園
を
訪
問
し
、

調
査
を
実
施
し
た
。

訓
子
府
町
認
定
こ
ど
も
園

「
わ
く
わ
く
園
」

　

建
物
構
造
は
木
造
平
屋

建
、
建
設
事
業
費
は
約
12

億
円
。
定
員
が
２
０
０
名

の
町
立
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
と
し
て
、
平
成

28
年
４
月
１
日
に
開
設
。

　

園
舎
は
、
芝
生
の
中
庭

（
は
だ
し
の
庭
）
を
中
心

に
回
遊
性
の
あ
る
廊
下
で

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
で

周
囲
か
ら
目
が
行
き
届
き
、

園
舎
全
体
に
一
体
感
が
生

ま
れ
て
い
る
。
町
産
カ
ラ

マ
ツ
の
集
成
材
を
採
用
し

た
木
造
で
、
床
材
は
姉
妹

町
の
高
知
県
津
野
町
産
材

ヒ
ノ
キ
を
使
用
、
外
壁
は

建
築
の
際
に
出
た
現
場
掘

削
土
を
練
り
込
ん
だ
レ
ン

ガ
タ
イ
ル
を
採
用
す
る
な

ど
準
耐
火
建
築
物
と
す
る

こ
と
で
、
繊
細
な
構
造
表

現
と
な
っ
て
い
る
。
外
張

り
断
熱
工
法
と
断
熱
サ
ッ

シ
・
超
高
断
熱
ガ
ラ
ス
を

採
用
し
、
夏
は
中
庭
を
風

が
通
り
抜
け
て
涼
し
く
、

冬
は
温
度
ム
ラ
の
な
い
快

適
な
環
境
で
、
地
中
熱
を

利
用
し
た
床
冷
暖
房
や
太

陽
光
発
電
・
蓄
電
設
備
の

採
用
な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
環
境
に

優
し
い
園
舎
で
あ
る
。
何

よ
り
も
自
然
光
の
明
る
さ

が
す
が
す
が
し
く
快
適
で
、

木
造
と
の
調
和
が
取
れ
て

い
る
。
天
井
の
高
さ
が
５
・

５
メ
ー
ト
ル
の
「
遊
戯
室
」、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
ロ
ー
プ

登
り
が
楽
し
め
る
「
プ
レ

イ
ウ
ォ
ー
ル
」
が
あ
り
、

園
庭
に
は
特
徴
的
な
デ
ザ

イ
ン
の
木
製
遊
具
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
よ
る
地
域
の

子
育
て
支
援
活
動
、
移
動

キ
ッ
チ
ン
の
活
用
な
ど
に

よ
る
調
理
体
験
や
地
域
食

材
の
活
用
、
食
育
を
中
心

と
し
た
地
域
連
携
と
完
全

給
食
の
提
供
、
全
て
の
乳

幼
児
が
入
園
可
能
な
制
度

整
備
に
よ
る
保
護
者
の
就

労
支
援
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に

配
慮
し
た
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
美
唄
市
立

　
ピ
パ
の
子
保
育
園

　

建
物
構
造
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
、
建

設
事
業
費
は
約
４
億
４
千

万
円
。
園
舎
に
つ
い
て
は
、

駅
周
辺
で
利
便
性
が
良
く
、

建
設
費
用
の
軽
減
や
建
物

の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
３

月
末
に
閉
校
し
た
専
門
学

校
の
施
設
を
改
修
し
、
平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
開

園
し
て
い
る
。

　

広
い
窓
か
ら
の
自
然
光
、

用
途
に
よ
っ
て
開
放
可
能

な
可
動
式
壁
の
保
健
室
を

設
置
。
木
の
ぬ
く
も
り
で

優
し
く
落
ち
着
け
る
内
装

と
な
っ
て
い
る
。
０
歳
か

ら
２
歳
児
の
保
育
室
及
び

午
睡
室
に
は
空
調
設
備
が
、

３
階
に
は
全
児
童
が
集
合

で
き
る
遊
戯
室
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
安
全
な
給
食

提
供
の
た
め
、
調
理
室
内

に
は
調
理
員
専
用
ト
イ
レ

と
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。

　

２
階
以
上
に
保
育
室
が

あ
る
た
め
、
防
火
設
備
と

避
難
用
滑
り
台
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
階
段
の
段
差

改
修
、
手
す
り
の
設
置
や

柱
・
建
具
・
棚
等
の
面
取

り
も
施
さ
れ
、
安
全
面
で

の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。

各
箇
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
、
長
時
間
記
録

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、

運
動
支
援
の
取
り
組
み
を

専
門
家
の
指
導
も
受
け
な

が
ら
実
施
し
て
い
る
。
花

育
（
植
物
を
育
む
こ
と
が

心
豊
か
な
人
間
形
成
に
役

立
つ
）
な
ど
も
実
践
し
て

い
る
。

【
ま
と
め
】

　

両
施
設
に
共
通
す
る
こ

と
は
、
財
源
問
題
を
含
め

地
域
的
条
件
、
自
然
条
件

を
最
大
限
に
生
か
し
た
建

設
で
あ
り
、
関
係
者
の
意

見
が
施
設
設
備
の
細
部
に

生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
保
育
所
等
の
整

備
に
係
る
国
・
道
か
ら
の

補
助
制
度
は
な
い
。
建
設

予
算
と
町
の
財
源
、
建
物

の
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
課
題
で
あ
る
。

　

保
育
施
設
の
建
設
に
向

け
て
は
、
町
民
意
見
の
反

映
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

保
護
者
・
保
育
士
な
ど
関

係
者
と
の
意
見
交
換
を
重

ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

幼
児
期
の
教
育
・
保
育

は
安
全
で
安
心
な
環
境
の

も
と
、
子
ど
も
の
よ
り
よ

い
育
ち
を
実
現
す
る
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
な
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
子
育
て
に
対
す

る
町
民
の
関
心
や
理
解
を

高
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

訓子府町と美唄市の保育施設を
視察

※内容は要約されています。報告書の全文は議会ホームページでご覧になれます。
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平成30年２月　152号

　本町議会議員の木村好孝氏が、去る平成30年1月2日に心疾
患により急逝されました。
　木村議員は、平成23年1月に本町議会議員として当選され、
平成29年1月からは厚生文教常任委員会委員長、議会運営委員
として、本町のまちづくりの発展にご尽力されました。
　清水町議会として、心からご冥福をお祈り申し上げます。

　なお、木村議員のご逝去に伴い、厚生文教常任委員会委員長
及び議会運営委員の後任には安田薫議員が選任されています。

11
月

17日
　厚生文教常任委員会
20日
　総務産業常任委員会
28日
　議会運営委員会
　議会活性化特別委員会
30日
　全員協議会　

12
月

５日
　議会運営委員会
12日・14日・15日・19日 
　第10回町議会定例会
14日・15日 
　総務産業常任委員会
15日
　厚生文教常任委員会
19日 
　全員協議会 
　議会活性化特別委員会

１
月

12日
　厚生文教常任委員会
12日・22日
　議会運営委員会
22日
　第１回町議会臨時会
　全員協議会
30日
　議会活性化特別委員会

２
月

１日
　議会運営委員会
５日
　総務産業常任委員会
７日
　厚生文教常任委員会

議会のうごき

議
会
を
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

　３月定例議会は３月６日に開会を予定
しています。
　傍聴は町議会での審議の状況を直接ご
覧になることができる身近な方法です。
　傍聴の手続きは、受付簿に住所・氏名
を記入するだけですので、気軽においで
ください。 清水町議会ホームページ　http://www.town.shimizu.hokkaido.jp/gikai

清水町議会事務局 e-mail　gikai@town.shimizu.hokkaido.jp

　新しい年を迎え、早いもので１か月半を経過しました。
　残念ながら木村議員がご逝去されましたので、当分の間は議員
12名体制での議会運営となります。
　議会活性化特別委員会では、中間報告にもあったように「分か
りやすい議会広報の作成」についても議論しており、現在、３月
定例議会に条例改正案を提出し、新規に広報広聴常任委員会を設
置して取り組む方向で進んでいます。
　今後もより分かりやすい紙面づくりに努力してまいりますので、
広報や議会活動に対するご意見やご感想をぜひお寄せください。

議会運営委員会委員　西　山　輝　和

編 集 後 記

木村好孝議員のご逝去について

【会期：１月22日】第１回臨時会臨時議会
DIGEST

ダイジェスト

中学校コンピューター
機器一式の取得を可決

平成29年度�補正予算

5,373万円�増 総額88億5,119万円

◇農業経営体育成支援事業補助金
◇道路台帳修正業務委託料
◇町道除雪委託料

728万円の増額
174万円の増額

4,400万円の増額

一般会計
　（11回目の補正）

一般会計の主な補正（歳出）

　第１回臨時会では、一般会計と後期高齢者医療保険特別会計
の補正予算、物品の取得（物品名：中学校コンピューター機器
一式、契約金額：48,989,230円、契約の相手方：北海道市町
村備荒資金組合）、工事請負契約の締結の議決事項の変更（工
事名：東郷愛昭和間道路災害復旧工事、契約金額：変更前
57,780,000円→変更後59,940,000円）について審議を行い、
原案のとおり可決しました。
　中学校のコンピューター機器の取得は平成23年に整備した
機器を更新するもので、今回の更新により各中学校に１人１台
の可動式パソコンが整備されることになります。

開 会

（火曜日）

３月６日
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